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令和７年度  
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令和６,７年度 
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指導案・要項等 

 

令和８年度  

県中教研事業リーフレット 

 

 

 

 

 

 

当日の配付資料に掲載 

当日の配付資料に掲載 
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令和８年度事業運営方針                              

県中学校教育研究会は、新潟県中学校長会の中心課題を踏まえて、次の研究主題と、研究主題の実現

に向けた３つの重点をもとに事業を推進する。 

１ 県中学校長会・中心課題（令和８年度） 

「豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となる生徒を育てる中学校教育」 

２ 基本方針 

(1) 県中教研の研究成果を各学校、各会員の日常の教育実践に生かし、会員一人一人の研究意欲の高揚

と資質・能力の向上を図る。 

(2) 県中教研は先進的な情報と研究成果の提供により指針を提示し、指定研究と郡市中教研の研究・研

修活動の質的充実を図る。 
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令和８年度 指定研究事業                             

◇令和７・８年度指定 （上段:指定研究推進郡市，下段:令和８年度研究会 会場校） 
 上越 中越 新潟 下越 

国
語 

妙高 燕・西蒲 新潟 五泉・東蒲 

妙高市立妙高高原中学校 

11月 27日（金） 

燕市立燕中学校 

10月 29日（木） 

新潟市立内野中学校 

11月５日（木） 

五泉市立川東中学校 

11月 20日（金） 

数
学 

柏崎・刈羽 十日町・中魚 新潟 村上・岩船 

刈羽村立刈羽中学校 

11月 18日（水） 

十日町市立中条中学校 

11月 19日（木） 

新潟市立木戸中学校 

11月５日（木） 

村上市立岩船中学校 

10月 28日（水） 

道
徳 

上越 長岡・三島 新潟 佐渡 

上越市立名立中学校 

11月 10日（火） 

長岡市立北辰中学校 

10月 30日（金） 

新潟市立小須戸中学校 

11月 12（木） 

佐渡市立南佐渡中学校 

11月 13日（金） 

美
術 

 

三条 

 

新発田 

三条市立大崎学園 

11月 13日（金） 

新発田市立猿橋中学校 

11月 19日（木） 

技
術
・
家
庭 

上越 

 

新潟 

 上越市立城西中学校 

11月 10日（火） 

技術：新潟市立早通中学校  
11 月 26 日（木） 

家庭：新潟市立光晴中学校  
11 月 ５日（木） 

特
別
活
動 

上越 

 

新潟 

 

上越市立潮陵中学校 

11月 25日（水） 

新潟市立葛塚中学校 

10月 22日（木） 

総
合 

 

長岡・三島 

 

阿賀野・胎内・北蒲 

長岡市立寺泊中学校 

11月 24日（火） 

胎内市立築地中学校 

10月 27日（火） 

 

◇令和８・９年度指定 （上段:指定研究推進郡市，下段:令和９年度研究会 会場校） 
 上越 中越 新潟 下越 

社
会 

上越 魚沼 新潟 村上・岩船 

上越市立雄志中学校 魚沼市立堀之内中学校 新潟市立上山中学校 村上市立村上第一中学校 

理
科 

柏崎・刈羽 見附 新潟 佐渡 

柏崎市立南中学校 見附市立南中学校 新潟市立白根北中学校 佐渡市立金井中学校 

英
語 

上越 長岡・三島 新潟 阿賀野・胎内・北蒲 

上越市立東頸中学校 長岡市立西中学校 新潟市立白南中学校 阿賀野市立笹神中学校 

音
楽 

 
長岡・三島 

 
五泉・東蒲 

長岡市立東北中学校 
１年次：五泉市立五泉中学校 
２年次：調整中 

保
健
体
育 

糸魚川 
 

新潟 
 

糸魚川市立糸魚川中学校 新潟市立亀田中学校 

学
校
保
健 

 
小千谷 

 
新発田 

小千谷市立小千谷中学校 新発田市立川東中学校 
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指定研究の基本方針 

   指定研究が、資質・能力を育む「深い学びにいたる授業」のモデルとなることにより、会員一人一人

の研修意欲の高揚と資質・能力の向上を目指す。 

１ 研究部会の構成と研究会の開催 

 (1) 研究部会は次の 13部会を２グループで構成する。 

   Ａグループ：国語、社会、数学、理科、英語、道徳（６教科） 

   Ｂグループ：音楽、美術、保健体育、技術・家庭、学校保健、特別活動、総合的な学習の時間 

（７教科・領域） 

※生徒指導部会・進路指導部会は設置するが研究会を行わない。 

 (2) 研究会は、県中教研からの教科・領域の指定を受けて地区毎に開催する。 

   Ａグループ：１年に３教科（研究会は２年に１回） 

   Ｂグループ：１年に４(３)教科・領域で２地区ずつ（研究会は４年に１回 ※） 

※Ｂグループは教科・領域内における研究の継続性をもてるようにするため、上越・新潟と中越・

下越の２地区ずつを２年ずらして指定する。 

（3）事業の推進期間は２か年とし、２年次において成果の発表として研究会を開催し、授業公開を行

う。 

（4）令和７・８年度指定ローテーションと令和８・９年指定ローテーションについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会 地区 R8 R9～

国語 ②

社会 ①

数学 ②

理科 ①

英語 ①

道徳 ②

上新

中下 ①

上新

中下 ②

上新 ①

中下

上新 ②

中下

上新

中下 ①

上新 ②

中下

上新

中下 ②

総合的な

学習

技術･家庭

指
定
研
究
の
新
制
度
に
移
行

Ａ

Ｂ

音楽

保健体育

学校保健

美術

特別活動

研究会 部会 地区 R8 R9実施 R10

国語 上新 ② ① ②

中下 ②

数学 上新 ② ① ②

中下 ②

道徳 上新 ②

中下 ② ① ②

上新 ① ②

中下 ②

上新 ②

中下 ① ②

上新 ②

中下 ① ②

上新 休

中下 ① ②

社会 上新 ① ② ①

中下 ① ②

理科 上新 ① ②

中下 ① ② ①

英語 上新 ① ②

中下 ① ② ①

上新 ①

中下 ① ②

上新 ① ②

中下 ①

上新 休 ①

中下 ②

偶
数
年

奇
数
年

総合的な

学習の時間

美術

技術･家庭

特別活動

学校保健

音楽

保健体育

移
行
期
間
指
定
郡
市
推
進
支
援
制
度
の
導
入
可
能
な
ら
び
に
新
制
度
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
期
間
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２ 研究の方法・内容と経費 

(1) 指定研究は、資質・能力を育む「深い学びにいたる授業」のモデルを開発し、その成果を全県会員に示

すことで会員の授業改革を目指す。 

(2) 指定研究の研究活動は研究推進委員同士で授業を見せ合うなど、「教師の学び合い」として推進する。 

(3) 研究は郡市中教研が中心になって研究活動を推進することを原則とする。 

      ＜推進体制＞ 

① 運営推進･･･ 各地区会長、該当郡市会長、地区幹事は、各指定研究の進捗状況を確認し、

指導・助言を行う。研究会開催に伴う連絡・調整を行う。 

② 研究推進･･･ 指定郡市中教研の教科・領域部を中心に、会場校教科・領域部と協力しなが

ら指定教科領域「研究推進委員会」を組織し、研究推進を行う。 

    ＜研究推進委員会のメンバーの選出＞ 

郡市中教研の指定教科領域部長が「研究推進責任者（副部長）」になり、全県部長、郡市中教

研会長、会場校に相談（必要に応じて，郡市の教科・領域の担当指導校長）ならびに指導を受

けながら、指導者と研究推進委員を選出する。 

・ 指導者････････ 各教科・領域の高い専門性をもつ適任者を選出する。委嘱依頼の手続き

の後に、副部長は、指導者が所属する所属長に「委嘱承諾依頼書」を送付

する。 研究推進委員会は指導者からの指導を受けながら、研究を推進す

る。特に、目指す姿の検討、授業構想の検討、プレ授業後の検討は出来る

限り日程を合わせ、指導を受ける。 

（例）大学教授、指定郡市・地区内の指定教科・領域担当校長（全県部

長がいる場合は兼任も可）、各地区教育事務所指導主事、各市町村

教育委員会指導主事など 

※ 可能な限り、研究推進委員に、郡市教育委員会や教育センターの指導

主事等を入れ、地区ごとの教育動向を踏まえた指導・助言を受けられる

ようにする。（１年次で指導を受けていた指導主事が、異動により、校長、

または教頭に役職が変更した場合、２年次に継続して研究推進委員とし

て指導を継続してもらうことも可能とする。ただし、該当郡市の教育委

員会、教育事務所、教育センター等に確実にこの旨の調整を図った上で

委嘱を依頼する） 

 

・ 研究推進委員･･ 副部長は、全員が参画できる適切な人数（例：4～9 名程度）で郡市中教

を中心に選出する。内諾を得た後に、副部長は、委員が所属する所属長に

「委嘱承諾依頼書」を送付する。 

なお、特例として、郡市の実態から、指定郡市が所属する地区内の他郡

市の教諭等に、特別に委員委嘱することが可能である。その際、副部長は

指定された委嘱までの手続きをとる。 
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＜委嘱の方法・流れ＞ 

【指導者ならびに研究推進委員の委嘱までの手続き（例:令和５年度から提示）】 

(1) 副部長は、関係者から指導を受けながら、指導者、研究推進委員の選出をする。 

(2) 全県部長は、指定郡市ごとにあがった「指導者候補者」が学校に所属している場合は所属

学校長、ならびに本人への依頼。行政機関・他機関に所属している場合はその機関の所属長、

ならびに本人へ指導者の依頼の連絡をする。 

なお、学校職員である「研究推進委員候補者」については、所属学校長、ならびに本人へ

の事前依頼はしなくてよい。 

(3)（2）の後、副部長は「委嘱承諾依頼書」を作成し、全県部長から点検を受ける。その後、副

部長は第１回研究推進委員会開催前、研究推進委員会の「指導者」の所属長あてに「委嘱承

諾依頼書」を送付する（郵送またはメール等）。 

 ※指導者が大学教官の場合、「委嘱承諾依頼書」が必要かどうか確認する。 

 ※委員については、本人から所属の学校長に「委嘱承諾依頼書」を提出させてもよい。 

(4) 副部長は、研究推進委員会の名簿を全県部長、郡市中教研会長、会場校長など関係者に確

実に送付する。 

 

【指定郡市が所属する地区内の他郡市に委員委嘱するまでの手続き】（令和６年度から提示）】 

(1) 副部長から全県部長に郡市外の委員選出について相談する。 

(2) 全県部長から地区会長にその旨の相談、依頼をする。 

(3) 地区会長から郡市会長にその旨の連絡。地区会長は、全県部長に依頼が可能かどうかの旨

を返答する。 

(4) 全県部長は委員が所属する所属長に依頼をする。 

(5) 内諾後、副部長は所属長宛てに「委嘱承諾依頼書」を送付する。 
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＜指定研究の組織図＞ 

 

    

 

 

③ 県または郡市指導主事を研究推進委員に加える。(指導者に

限らない)※ 人選については、会場校校長、郡市中教研会長と相談し、

決定する。 

 

 

     

 

 

 

 

 

  (4) 研究の２年次においては、半日日程で研究発表会を開催し、授業を公開することとする。 

      ○ 案内状はメールでの配信とする。 

       ・ １次案内は、県中教研(７月発行)によって行う。 

       ・ ２次案内は、各会場校が各地区内に配信する。必要に応じて近隣郡市及び近隣の小学校や

高校にも配信可能とする。案内文書差出人は郡市中教研会長と会場校校長の連名とする。 

※ 基本的に対面開催とする。 

○ 研究会の要項は研究の概要と公開授業の指導案程度の最小限にとどめ、可能な限り 10 頁以

内とする。事前の実践や研修等を掲載した紀要は作成・配布しない。 

○ 研究会の資料や協議会記録、写真記録、アンケート結果及び成果・課題等を研究会の前後に

県中教研事務局に送付し、県中教研のホームページに掲載する。 

○ 会場校の負担軽減の視点から、参加者への湯茶準備などの接遇対応は行わず、参加者ととも

に研究会をつくりあげる姿勢を大切にする。 

(5) 県中教研が発行する授業情報誌 Class に「深い学びにいたる授業」をどのように具現化するかに

ついて、会員に「提案」する内容の記事を掲載する。 

(6) 経費及び旅費補助に関しては次のとおりとする。 

 ア 経費は研究推進委員会ごとに１年次に研究推進費５万円、２年次に研究会費３万円を支給する。 

 イ 研究推進費は県中教研事務局の口座から各郡市事務局の口座振込によって６月上旬に支給する。

郡市事務局から、郡市の実態に応じて、校長会、教頭会などを通して、副部長に研究推進費を渡す

ようにする。 

 ウ 研究推進責任者（副部長）が最終年度までの見通しを持って計画的に研究費、会議費、旅費 等

として執行する。１年次から２年次に繰越を可とし、１年毎に所定の報告書・決算書を、地区事務

局を通じて県事務局に提出する。 

② 指導者から指導を受けながら研究を進める。 

→ 大学教員、郡市の担当校長、 

教育事務所・市町村教育委員会指導主事など。 

各地区の運営推進委員会 教科･領域の全県部会 

各地区の 
副部長と会場校の教科･領域授業者 
 ＋ 
全県部長 

（指定２年次の教科・領域） 
（指定１年次の教科・領域） 
の副部長と会場校の教科･領域授業者 

地区中教研会長 
郡市中教研会長 
地区中教研事務局 

① 郡市中教研を中心に、全員が参画できる適切な人数を選

出する。（例：４～９名程度） 

 
指導者、（郡市指導主事） 

副部長、会場校担当、授業

者、郡市委員、（郡市外委

員） 

研究推進委員会 
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・ 研究推進費５万円（１年次）、研究会費３万円（２年次）の予算内に収まるように計画・執行する。 

・ 外部講師の謝礼などの基準は各市町村の財務規則運用要綱などに則る。 

・ 外部講師などを招いた特別研修会で予算が不足した場合は、県中教研事務局に連絡し、適宜、

予算の補助を申請する。 

 オ 旅費補助は指定研究活動推進費より研究推進委員会あたり 15,000円を上限として補助する。副

部長は旅費を含む年間研究推進報告を作成し、県事務局に提出することで補助を受ける。 

 カ 技術・家庭の指定研究については、指定を受けた地区で１運営委員会とする。なお、予算につい

ては、技術分野と家庭分野にそれぞれで研究推進費５万円（１年次）、研究会費３万円（２年次）、

旅費 15,000円を配当し、各分野で研究推進委員を中心に組織を運営することを可能にする。地区

の実態によって、どちらかの分野のみの場合は、推進費１分野のみとする。 

 キ ５月、８月の全県合同部会（１年次・２年次研究）では、副部長同士のネットワークづくりを目

的とし、全県部長の指示のもと必要に応じて１年次・２年次指定研究があたっていない地区の副部

長も会に参加できるようにする。 

該当教科・領域：美術、保健体育、技術・家庭、特別活動、総合、学校保健 

(7) 県中教研指定研究会では、原則として参加費、資料代等を徴収しない。また、他の団体（学会、研

究協議会など）との共催は原則認められない。 

 

３ 研究会会場校の決定等に関する確認事項 

(1) 研究会会場校とは事業の推進期間２か年の最終年度において研究成果の発表として授業公開を行

う会場校をさす。 

(2) 研究会を開催する指定研究推進郡市は、各地区中教研の郡市会長会において審議決定する。 

(3) 研究会会場校は、指定研究推進郡市中教研において審議決定する。その際、同年度内で会場校が重

複しないようにする。県中教事務局と連携しながら調整を図る。 

(4) 研究会の開催日は、地区会長、指定研究推進郡市会長、会場校担当が相談し、決定する。その際に、

各地区幹事は、各地区の研究会の開催日程を集約し、県中教研事務局に報告する。全県教科・領域部

長が参加できるように、４地区(２地区)の教科・領域内で重複しないことを原則とする。 

(5) 研究を推進する上で行うプレ授業等の会場は、研究会会場校に限らない。 

 

４ 県中教研・評議員の研究会の参加の対応について  

 令和８年度は以下の対応とする。 

(1) 研究会において、研究指導者は「来賓」の立場で参加する。評議員は「評議員」の立場で参加す

る。参加名簿についても同様とする。 

(2) 開閉会式等に、「評議員」の「あいさつ」は設定しない。 

(3) 「来賓」と同様に、「評議員」の控室、開閉会式・協議会などの座席、表示を用意する。また、「来

賓」と同様の動きで研究会を参観する。なお、駐車場については、特別用意する必要はない。 

(4) 「評議員」には、分科会等は割り振らず、自由に見て回れるようにする。 

(5) 会場校から参加役員へ研究会の案内をメールで送付する。 

(6) 旅費は、県中教研事務局、または、役員の在任校より支給されるため、副部長や会場校などが用

意する必要はない。 
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研究会（指定２年次）実施上の留意点                            

(1) 主催  郡市中教研会長と会場校校長の連名とする。 

新潟県中学校教育研究会 

新潟県◯○市（郡）○○○教育研究会 

※ 作成した冊子の表紙には「県中教研事業」「新潟県中学校教育研究会」等の語句をかならず記載する。 

(2) 案内状 

① 発送者名 郡市中教研会長と会場校校長の連名とする。 

② 発送の方法・時期 

・ １次案内は、県中教研事務局が様式⑤を集約し７月にメールで全県送信する。※資料 p.30 

・ ２次案内（資料 p.39～41）は、会場校責任者が研究会開催日の 1 ヶ月前をめどにメールで

送付する。送付対象は地区及び近隣郡市の各学校、県事務局とする。必要に応じて他地区や近

隣郡市及び近隣の小学校や高校にも配信する。（各地区メールアドレスリストデータは県中教

研事務局ホームページに近日掲載する。各地区の解凍のパスワードは下記の通り。） 

  

 

(3) 要項 

① 内容 

研究会の要項は研究の概要と単元(題材)構想シート、公開授業の指導案程度の最小限にとどめる。

事前の実践や研修等を掲載した紀要は作成・配布しない。 

② 表紙の体裁 

   ・ 県中教研事業（表紙の左肩に記載する。主題等の下部に、期日・会場を記載してもよい。） 

   ・ 新潟県中学校教育研究会 

    ○○郡（市）中学校教育研究会 

      ※ 下部に記載。郡市は省略してもよい。 

            ※ 下部に後援等を記載してもよい。 

③ 挨拶文と広告：挨拶文は掲載しない。また、広告、定価等は一切記入しない。 

④ ページ数：指導案を含む頁数は 10頁以内を目安とする（研究会に応じて変更可）。 

複数クラス公開の場合は増頁も可とする。 

⑤ 指導案等の資料を県中教研事務局のホームページに掲載する。事前掲載も可能。研究会終了１週

間をめどにデータを県事務局に送付する。 

(4) 研究会当日の日程例 

① 研究会は午後からの半日日程を原則とする。 

  ② 当日の流れの例 

      (1) 受 付   13:00頃～（各校の時程に合わせて） 

      (2) 全体会（開会の挨拶、研究概要説明など） 

      (3) 公開授業 

      (4) 授業協議会 

      (5) 指導講評  16:30～16:45頃 終了 

  

遠隔地からの参加等への対応を

行う場合、ICT を利用した参加

や、日程を柔軟に扱うなどの工

夫をする。 

当日の配付資料に掲載 
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（5）指導案の形式例 

 

 

 

 

 

 

 

※ FT・ワークショップ形式での協議会実施で参加者の全員参画による教師の学び合いをねらう場合

などは、上記の細案の形式にとらわれず、配布資料は、「単元・題材構想シートや Class原稿、指

導略案 A4 用紙１枚、ワークシートだけ」のような最小限の資料配布としてもよい。 

(6) 参加費    参加料は取らない。 

(7) 研究会への参加に関する配慮 

① 発表郡市は各校１名以上参加を原則とする。他郡市も参加できるよう配慮する。特に、４年に１

度の発表となるＢグループ（音楽、美術、保体、技家、学校保健、特活、総合）には多くの会員が

参加できるよう配慮する。 

② ２次案内は教科・領域担当者だけでなく、校内で回覧するなど全会員の目に触れるようにする。 

(8) 県中教研評議員（会長、副会長、理事長、他地区・他郡市からの地区・郡市会長等）の対応 

① 案内送付について 

評議員の参加予定は、集約次第、県中教研事務局より会場校の会場校責任者に送付する。参加さ

れる評議員は、受付時刻等の確認が必要になるので、会場校責任者は、指定研究会の案内を参加す

る個人宛に送付する。  

② 対応について 

資料 p.10 を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １ 研究の概要 

      (1) 研究主題 

      (2) 主題設定の理由(目指す深い学びの姿) 

      (3) 研究の方法と内容(学習過程と深い学びの 

技法に関して) 

 ２ 指導案 

      (1) 単元・題材名 

      (2) 目標 

      (3) 指導の構想 

    (4) 単元・題材の指導計画 

      (5) 本時の計画 

 ① 本時のねらい 

    ② 手だて 

    ③ 本時の展開 

    ④ 本時の評価 
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令和８年度 授業情報誌「Class」編集計画                           

１ ねらい 

(1) 指定研究の各研究推進委員会が提案する「深い学びにいたる授業」の具体的なイメージやアイデア

を会員に発信する。 

(2) 全県会員に配布し、研究会前に内容について伝えることで、研究会への参加の促進や参加者の目的

意識の向上を図る。 

(3) 特別寄稿のコーナーを設定し、国の教育動向に合った先進的な示唆を広く共有する。 

 

２ 発行予定日・発行形態 

 令和８年 10 月 12日発行予定・表紙：A４判４色刷り 本文：A４判１色刷り 

 

３ 編集方針・内容  

 (1) コンセプト・方針 

① 『会員がこの授業情報誌を手にとり、毎日の授業や校内研修で試してみたくなる』 

② 写真や図表を中心に掲載し、授業の具体的な様子を伝える。 

③ 指定研究前に発行し、指導案は掲載しない。 

④ 国の教育動向を学ぶための特別寄稿コーナーを設定する。 

 (2) 内容 

① 指定研究２年次の全県部長(見開き 2 ページ) 

教科・領域の「深い学びにいたる授業」に関する解説。 

  ② 指定研究２年次の研究推進委員会(各地区ごとに見開き２ページ) 

    提案する深い学びの姿、深い学びにいたるための手立て、ポイントなど。 

③ 指定研究 1年次（1 地区約 1/6 ページ） 

   研究の進捗状況の報告。 

 ④ 自主研修(５部会２ページ) 

   自主研修の活動の紹介 

 

４ ページ構成・担当者（事務局作成） 

 

５ 編集日程 

 ４月   編集計画立案 

 ５月 13 日(水)  指定研究２年次 全県部長・副部長へ執筆依頼 

 ５月 19 日(火)  指定研究１年次 全県部長・副部長へ執筆依頼 

 ８月 ３日(月)  指定研究１年次 全県部長・副部長 原稿確認（指定１年次第２回全県部会オンライン） 

 ８月(各教科による) 指定研究２年次 全県部長・副部長 原稿確認（指定２年次第２回全県部会オンライン） 

 ８月 24 日（月） 各副部長が全県部長に原稿データ提出  

→全県部長から最終点検・最終確認を受けたものを全県部長に提出する 

 ８月 27 日（木） 原稿提出締め切り(県中教研事務局) 

            →全県部長が、全県部長担当データと、各副部長担当データを県中教研事務

局にメールで提出する 
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 ９月１週～２週   １校校正（原稿提出後から随時進行） 

 ９月３週～４週   最終（２校）校正 

 10 月上旬  校了 

 10 月 12 日(月)  発行・発送（発行所より） 

※各郡市事務局校に郡市会員数分の Classが発送されます。その後、郡市事

務局から、郡市内の各学校に配付をお願いします。新潟市については、直

接各学校に発送されます。 

  

 

６ 誌面構成 

  別紙参照 

 

７ その他 

・ 入力枠、見本、留意事項を県中教研ホームページに掲載。ダウンロードして執筆に使用する。 

・ 研究会終了後の研究のまとめ・振り返りとともに、各研究推進委員会のＰＤＦデータを県中教研 

ホームページに掲載する。 

・ 原稿に掲載する写真について、生徒の顔が明確に判別できるものに関しては、執筆担当者が学校 

を通じて本人及び保護者から掲載の許諾をとるか、顔が判別できないよう写真の加工を行う。 
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[Class 11 誌面構成] 

 

担当者

ID ページ数 内容 役職 氏名 所属校 御役職 内容

001 □ 表紙（右、左） カラー厚紙 事務局長 上村　　慎吾 事務局 表紙

002 □ 裏表紙（右） カラー厚紙 事務局長 上村　　慎吾 事務局

003 □ （左） カラー厚紙 事務局長 上村　　慎吾 事務局

004 □ 裏裏表紙 カラー厚紙 事務局長 上村　　慎吾 事務局

005 □ 1 表紙（白黒） 事務局長 上村　　慎吾 事務局 表紙（白黒）

006 □ 2,3 巻頭言 会長 長谷川　裕高 新発田市立第一中学校 校長

007 □ 4,5 目次 上村　　慎吾 事務局

008 □ 特別寄稿

009 □ 14 指定研究リスト 事務局長 上村　　慎吾 事務局 指定研究・研究会日程

010 □ 15 指定研究授業表紙（１・２年次） 事務局長 上村　　慎吾 事務局

011 □ 16 17 国語 全県部長 田中　　綾子 長岡市立秋葉中学校 校長 深い学びにいたる授業の解説

012 □ 18 19 国語上越 副部長 教諭 郡市指定研究の提案

013 □ 20 21 国語中越 副部長 教諭 郡市指定研究の提案

014 □ 22 23 国語新潟 副部長 教諭 郡市指定研究の提案

015 □ 24 25 国語下越 副部長 教諭 郡市指定研究の提案

016 □ 26 27 数学 全県部長 古川　　真哉 三条市立第一中学校 校長 深い学びにいたる授業の解説

017 □ 28 29 数学上越 副部長 教諭 郡市指定研究の提案

018 □ 30 31 数学中越 副部長 教諭 郡市指定研究の提案

019 □ 32 33 数学新潟 副部長 教諭 郡市指定研究の提案

020 □ 34 35 数学下越 副部長 教諭 郡市指定研究の提案

021 □ 36 37 道徳 全県部長 和泉　　哲章 新潟市立東新潟中学校 校長 深い学びにいたる授業の解説

022 □ 38 39 道徳上越 副部長 主幹教諭 郡市指定研究の提案

023 □ 40 41 道徳中越 副部長 教諭 郡市指定研究の提案

024 □ 42 43 道徳新潟 副部長 教諭 郡市指定研究の提案

025 □ 44 45 道徳下越 副部長 教諭 郡市指定研究の提案

026 □ 46 47 美術 全県部長 稲生　　一徳 胎内市立築地中学校 校長 深い学びにいたる授業の解説

027 □ 48 49 美術下越 副部長 教諭 郡市指定研究の提案

028 □ 50 51 美術中越 副部長 教諭 郡市指定研究の提案

029 □ 52 53 技術・家庭 全県部長 藤原　　　明 聖籠町立聖籠中学校 校長 深い学びにいたる授業の解説

030 □ 54 55 技術分野上越 副部長 教諭 郡市指定研究の提案

031 □ 56 57 家庭分野上越 副部長 教諭 郡市指定研究の提案

032 □ 58 59 技術分野新潟 副部長 教諭 郡市指定研究の提案

033 □ 60 61 家庭分野新潟 副部長 教諭 郡市指定研究の提案

034 □ 58 59 特別活動 全県部長 藤原　　靖也 新発田市立七葉中学校 校長 深い学びにいたる授業の解説

035 □ 60 61 特別活動上越 副部長 教諭 郡市指定研究の提案

036 □ 62 63 特別活動新潟 副部長 教諭 郡市指定研究の提案

037 □ 64 65 総合的な学習の時間 全県部長 小塚　　忠昭 新潟市立岩室中学校 校長 深い学びにいたる授業の解説

038 □ 66 67 総合下越 副部長 教諭 郡市指定研究の提案

039 □ 68 69 総合中越 副部長 教諭 郡市指定研究の提案

040 70 社会 全県部長 小森　　一秀 魚沼市立広神中学校 校長 研究の概要説明

041 70 社会上越 副部長 教頭 郡市指定研究の概要説明

042 □ 70 社会中越 副部長 教諭 郡市指定研究の概要説明

043 □ 70 社会新潟 副部長 教諭 郡市指定研究の概要説明

044 □ 70 社会下越 副部長 教諭 郡市指定研究の概要説明

045 □ 71 理科 全県部長 福井　　晴人 佐渡市立金井中学校 校長 研究の概要説明

046 □ 71 理科上越 副部長 教諭 郡市指定研究の概要説明

047 □ 71 理科中越 副部長 教諭 郡市指定研究の概要説明

048 □ 71 理科新潟 副部長 教諭 郡市指定研究の概要説明

049 □ 71 理科下越 副部長 教諭 郡市指定研究の概要説明

050 □ 72 英語 全県部長 荒川　　高明 長岡市立小国中学校 校長 研究の概要説明

051 □ 72 英語上越 副部長 教諭 郡市指定研究の概要説明

052 □ 72 英語中越 副部長 教諭 郡市指定研究の概要説明

053 □ 72 英語新潟 副部長 教諭 郡市指定研究の概要説明

054 □ 72 英語下越 副部長 教諭 郡市指定研究の概要説明

055 □ 73 音楽 全県部長 藤井　　　章 新潟市立中之口中学校 校長 研究の概要説明

056 □ 73 音楽中越 副部長 教諭 郡市指定研究の概要説明

057 □ 73 音楽下越 副部長 教諭 郡市指定研究の概要説明

058 □ 74 保健体育 全県部長 南雲　　真一 南魚沼市立大和中学校 校長 研究の概要説明

059 □ 74 保健体育上越 副部長 教諭 郡市指定研究の概要説明

060 □ 74 保健体育新潟 副部長 教諭 郡市指定研究の概要説明

061 □ 75 学校保健 全県部長 渡邊　　純代 新発田市立第一中学校 養護教諭 研究の概要説明

062 □ 75 学校保健中越 副部長 養護教諭 郡市指定研究の概要説明

063 □ 75 学校保健下越 副部長 養護教諭 郡市指定研究の概要説明

064 76,77 自主研修（各取組) 事務局長 上村　　慎吾 事務局 申請のあった自主研修の取組紹介

065 □ 78 編集後記 理事長 鈴木　　善士 新潟市立木戸中学校 校長

066 □ 帯 上村　　慎吾 事務局

新潟県中学校教育研究会Class 11誌面構成

熊本大学大学院教育学研究科　特任教授　前田　康裕　様（内諾済み）6,7,8,9,10,11,12,13

県中教研　令和８年度　事業概要

見開き（重点１：授業づくり、重

点２：学び合い、重点３：自主研
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冊子 Class 指定研究２年次のページ 通常版(見開き)                

 

冊子 Class 指定研究２年次のページ 単元・題材説明あり版（見開き）                          
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冊子 Class 指定研究２年次のページ 解説（昨年度の Class との比較）                          

＜令和７年度 Class 10 中越地区 南魚沼市・南魚沼郡 理科＞ 
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＜令和８年度 Class 11＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各郡市の中教研は以下のように統一

表記になります。 

上越市中教研、柏崎市・刈羽郡中教

研、糸魚川市中教研、妙高市中教研、

長岡市・三島郡中教研、三条市中教

研、小千谷市中教研、加茂市・南蒲原

郡中教研、十日町市・中魚沼郡中教

研、見附市中教研、魚沼市中教研、南

魚沼市・南魚沼郡中教研、燕市・西蒲

原郡中教研、新潟市中教研、新発田市

中教研、村上・岩船郡中教研、五泉・

東蒲原郡中教研、阿賀野市・胎内市・

北蒲原郡中教研、佐渡市中教研 

研究推進責任者と教科・領域担当者

の写真を掲載させていただきます。 

※マスクを着用していない写真をお

願いします。 

※スキャンや切り取りしたデータで

はなく、jpeg, png 形式の写真データ

を使用してください。データの圧縮な

どはかけないでください。 

 

目指す生徒の姿を、各教科・領域で

育成する資質・能力と関連させて記述

してください。 

 

＜Class 執筆のポイント＞ 

①ポイントごとに、生徒が深い学びの技法を活用するための教師の手立てを記入してください。欄外に

その意図を記述してください。意図を説明する際、生徒を主語にして書いてください。 

②手立てと関連する「学習過程」と「深い学びの技法」の No.を記述してください。 

【留意点】 

○ 手立ての記述内容は、個別の単元・題材に準じた内容ではなく、教科・領域で共通する内容にして

ください。単元・題材の具体的な手立ては次頁でまとめることになります。 

○ 例のように、学習過程は、「設定」「思考・解決・表現」「評価」に該当するものを選択してくださ

い。なお、３つすべて選択する必要ありません。また、「思考・解決・表現」も該当するものから選

択してください。 

○ 手立てにより、生徒が活用する「深い学びの技法」の No を記述してください。なお、複数の Noが

関連している場合は、複数書いても構いません。 
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＜令和７年度 Class 10 中越地区 南魚沼市・南魚沼郡 理科 右ページ＞ 
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＜令和８年度 Class 11＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前のページで記述した手立て

を、単元・題材の内容に準じて

記述してください。そして、手

立てによって、生徒は資質・能

力をどのように活用・発揮して

いくかを詳しく記述してくださ

い。 

※単元・題材の説明を別途でし

たい場合は、「単元・題材の説明

あり」のデータを使用してくだ

さい。 

ポイントについては、前のペ

ージのポイントと整合するよう

に書いてください。 

図表・写真は、適宜、手立てに関する写真（板書、教具、発問、生

徒の記述、生徒の活動の様子など）を挿入してください。 

昨年度のプレ授業の授業写真でも大丈夫です。 

 

【留意点】 

原稿に掲載する写真について、生徒の顔が明確に判別できるものに

関しては、執筆担当者が学校を通じて本人及び保護者から掲載の許諾

をとるか、顔が判別できないよう写真の加工を行ってください。 

研究会の項目については、研究会で公開予定の本時の概略（学習

課題、学習内容、生徒の様子、授業の見どころなど）を書いてくだ

さい。 
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冊子 Class 指定研究２年次の全県教科部長のページ構成イメージ                   

各地区の「深い学びにいたる授業ポイント」などの研究内容について、教科・領域としての解説をお

願いします。教科・領域で重点的に取り入れた考え方，手だての方向性，各地区での研究の過程などを

取り上げていただきながら，ご執筆をお願いいたします。 

 

 

全県部長(２ページ) 



 資料・22 

冊子 Class 指定研究１年次のページ    

（社会、理科、英語） 

 

冊子 Class 指定研究１年次のページ    

（音楽、保健体育） 

 

冊子 Class  指定研究１年次のページ  

（学校保健） 
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冊子 Class 指定研究１年次のページ 解説（昨年度の Class との比較）                          

＜令和７年度 Class 10 数学＞ 
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＜令和８年度 Class 11＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全県部長の項目 

・教科・領域名 

・教科・領域の部会の重点事項 

・教科・領域の部会の重点事項の具

体的な説明 

各郡市の中教研は以下のように統一

表記になります。 

上越市中教研、柏崎市・刈羽郡中教

研、糸魚川市中教研、妙高市中教研、

長岡市・三島郡中教研、三条市中教

研、小千谷市中教研、加茂市・南蒲原

郡中教研、十日町市・中魚沼郡中教

研、見附市中教研、魚沼市中教研、南

魚沼市・南魚沼郡中教研、燕市・西蒲

原郡中教研、新潟市中教研、新発田市

中教研、村上・岩船郡中教研、五泉・

東蒲原郡中教研、阿賀野市・胎内市・

北蒲原郡中教研、佐渡市中教研 

＜留意点＞ 

１年次でも、研究推進責任者と教科・領

域担当者の両方の写真を掲載させていただ

きます。 

※マスクを着用していない写真をお願い

します。 

※スキャンや切り取りしたデータではな

く、jpeg, png 形式の写真データを使用し

てください。データの圧縮などはかけない

でください。 

 

各研究推進委員会の進捗状況（例：目指す

深い学びの姿、重点事項、手立て、研究推進

委員会の運営の仕方など）を説明してくださ

い。 
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様式①，様式② 研究推進委員会計画①，報告② 

 

 

※１ １年分の研究推進委員会の計画を立て、「計画①」として提出ください。 

 

※２ 最後の研究推進委員会の２週間前までに、出欠の実績を反映させ「報告②」として提出ください。 

 

※３ 県中教研旅費補助からの支出は○となり、１委員会あたりの年間の上限は 15,000円となります。 

 

※４ 県中教研旅費補助以外の旅費による参加の場合は●になります。 

 

※５ ○の分の旅費は２の提出をもとにして最後の研究推進委員会に間に合うように届けます。最後の

研究推進委員会で各委員に旅費を配付し、同封の領収書にサインを記入いただき、回収して事務局

へ送付してください。 

 

※6 様式①～⑥は県中教研ホームページよりダウンロードできます。管理上、ダウンロードしたファ

イル種類(拡張子)を変更せず、送信してください。 

  

県中教研 研究推進委員会 計画･報告→

1/0(土) 研究推進委員会（,,1900/1/0） 0 1/0(土) 研究推進委員会（,,1900/1/0） 0 1/0(土) 研究推進委員会（,,1900/1/0） 0 1/0(土) 研究推進委員会（,,1900/1/0） 0 1/0(土) 研究推進委員会（,,1900/1/0） 0 1/0(土) 研究推進委員会（,,1900/1/0） 0 1/0(土) 研究推進委員会（,,1900/1/0） 0

実施日

会場

参加人数
回

No 県中教研役職 氏　名 所  属 職名 出欠 距離 旅費 出欠 距離 旅費 出欠 距離 旅費 出欠 距離 旅費 出欠 距離 旅費 出欠 距離 旅費 出欠 距離 旅費

1 指導者

2 研究推進責任者

3 会場校責任者

4 県・郡市指導主事

5 委員

6 委員

7 委員

8 委員

9 委員

10

教科･領域→ 年度→ 令和８年度地区→

○：県中教研旅費補助で出席

●：○以外で出席
×：参加しない
距離は片道分入力で往復算出

¥0旅費補助

(○)合計額→
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様式③ 指定研究 経過の概要報告書 

令和  年度 県中教研指定研究 経過の概要報告書（１年次） 
 
新潟県中学校教育研究会 会長 様 

報告者氏名                 
（学校名：                ） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名                   
 

２ 郡市名               ３ 会場校                      

 

４ 研究主題 

 

 

 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

 

 

 

 

６ 研究の方法と内容（学習過程と、生徒が深い学びの技法を活用するための教師の手立てに関して） 

 

 

 

 

 

 

７ １年次の成果と課題 

 

 

 

 

 

８ 運営の成果と課題 

 

 

 

※1 各地区中教研事務局と当該教科・領域の 15 部会全県部長へそれぞれ 1 部ずつ提出する（〆切 1/8） 

※2 資料の４(4)県･郡市指導主事の行は、指導者が県･郡市指導主事の場合は、その行を詰める。また、前副

部長はこの表には載せない。 

※3 報告書（１～８）は 2 ページにする。資料（１～５）は 1～2 ページにする。 

※4 提出の際は、注意書きや※1～※4 を削除して提出する。
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  資  料                                          

 

１ 部会名                   

 

２ 郡市名               ３ 会場校                      

 

４ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者   

(2) 研究推進責任者   

(3) 会場校責任者   

(4) 県･郡市指導主事   

(5) 研究推進委員（授業者）   

   

   

   

   

   

   

   
 

５ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 人数 主な内容 

１    

２    

３    

４    

５    

６    

７    

８    

９    

10    

※ 「委員どうしによる授業の見せ合い」は実施者等実施内容を記述する。 
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様式④ 研究推進費 収支決算書 

 

※ 地区事務局へ提出。令和９年２月 19 日締切。 

※ 3 の残金は次年度への繰り越しとなる。 

令和　年　月　日

＜郡市名＞ ＜研究推進責任者＞　学校名

教　諭 印

＜教科･領域名＞ ＜会 場 校 校 長＞　学校名

校　長 印

１　収入の部

50,000

50,000

２　支出の部

0

３　収支 （収入） （支出） （残金）

50,000 － 0 ＝ 50,000

　残金を次年度に繰り越します。

　　（注）

　　　１　科目（経費の区分）には，講師謝礼・調査旅費，資料費（研究資料印刷費を含む）

　　　　　消耗品費（研究用図書購入費を含む）・会議費等とする。

　　　２　経費の執行にかかる領収書等を添えて提出する。

　　　３　提出先　各地区中学校教育研究会事務局に郵送（〆切：2月19日）

合　　　　　　計

令和   年度 県中教 指定研究（１年次）研究推進費 収支決算書

県中教研より

項　　　　　目

指定研究 研究推進費（１年次）

内　　　　　      　訳決　算　額

合　　　　　　計

内　　　　　      　訳科目（経費の区分） 決　算　額
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様式⑤ 研究主題等の報告 

 

※1  指定研究会を開催する指定研究 2 年次の教科・領域が対象になります。 

※2  上の内容をエクセルファイルに入力しメール添付して送信ください。「指定研究 1 次案内」に載せる原

稿として利用いたします。 

※3  報告〆切 6 月末日 

  

県中教研　研究主題等 報告

教科・領域　地区

研究推進責任者　職

研究推進責任者　氏名

研究推進責任者　在任校

会場校

研究会開催日

会場責任者　　職

会場校責任者　氏名

指導者　所属機関

指導者　職

指導者　氏名

指導者　所属機関

指導者　職

指導者　氏名

研究主題

副題

連絡事項など

授業者1　職

授業者1　氏名

授業者2　職

授業者2　氏名

授業者3　職

授業者3　氏名

事務局への連絡事項等がありま
したら、ここに御記入ください。

苗字と名前の間に，全角スペースを１文字入れてください。

（例） 新潟＿太郎 ※ 他の氏名を同様にしてください。

○○市立○○中学校

指導者の方の「所属機関」「役職」につきましては、県教職員
名簿を参照してください。
（例）○○市教育委員会 学校支援課

副参事 ※副参事、指導主事などを明記してください。
新潟＿太郎

（例）2026/11/1

○○市立○○中学校

（例）国語・上越

研究会当日の授業者のみでお願い
いたします。複数の学級を公開す
る場合は、それぞれの学級の担当
者を記入してください。
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提出⑥ 指定研究 成果の概要報告書 

令和  年度 県中教研指定研究 成果の概要報告書（２年次） 
 
新潟県中学校教育研究会 会長 様 

報告者氏名                 

（学校名：                ） 

このことについて、下記のとおり報告します。 
 

１ 部会名                   
 

２ 郡市名               ３ 会場校                      
 

４ 研究主題 

 

 

５ 主題設定の理由と目指す深い学びの姿 

 

 

 

６ 研究の方法と内容（学習過程と、生徒が深い学びの技法を活用するための教師の手立てに関して） 

 

 

 

 

 

 

７ 研究の成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

８ 運営の成果と課題 

 

 

 

※1 各地区中教研事務局と当該教科・領域の 15 部会全県部長様へそれぞれ 1 部ずつ提出する（〆切 1/8） 

※2 資料の 5(4)県･郡市指導主事の行は、指導者が県･郡市指導主事の場合は、その行を詰める。また、前副

部長はこの表には載せない。 

※3 報告書（１～８）は 2 ページにする。資料（１～９）は 1～2 ページにする。 

※4 提出の際は、注意書きや※1～※4 を削除して提出する。
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  資  料                                          

 

１ 部会名                   
 

２ 郡市名               ３ 会場校                      
 
４ 研究会開催期日 令和   年   月   日（   ） 

 

５ 研究推進委員会 

役   割 所  属  ・  職  名 氏     名 

(1) 指導者   

(2) 研究推進責任者   

(3) 会場校責任者   

(4) 県･郡市指導主事   

(4) 研究推進委員（授業者）   

         

   

   
 

６ 研究推進委員会の実施日，参加人数と内容 

回 実施日／会場 人数 主な内容 

１    

２    

３    

４    

５    

６    

※ 「委員どうしによる授業の見せ合い」は実施者等実施内容を記述する。 

 

７ 研究会参加者（参加者数と内訳） 

研究会参加者総数 （          ）名 (3) 小学校・高等学校教員 （      ）名 

(1) 郡市内中学校会員 （        ）名 (4) 教育委員会・センター （      ）名 

(2) 他郡市中学校会員 （        ）名 (5) その他（地域・保護者の方） （       ）名 

 

８ 公開授業    

学年・組 単元・主題 授業者 学年・組 単元・主題 授業者 

      

      
 

９ 分科会（全体協議会） 

分科会名 協議題 指導者 司会者 提案者 

第１分科会 
 
 

 ○○教育事務所 
  指導主事 
   ○○ ○○ 様 

 ○○立○○中学校 
  ○○ ○○教諭 

当校教諭 
 ○○○○ 
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提出⑦ 研究会費 

 

※ 地区事務局へ提出。2 月 19 日締切。 

※ 繰越金がある場合は、収入の部に入れる。 

令和　年　月　日

＜郡市名＞ ＜研究推進責任者＞　学校名

教　諭 印

＜教科･領域名＞ ＜会 場 校 校 長＞　学校名

校　長 印

１　収入の部

30,000

30,000

２　支出の部

0

３　収支 （収入） （支出） （残金）

30,000 － 0 ＝ 30,000

　残金なし or  残金を県中教研事務局に返金します

　　（注）

　　　１　科目（経費の区分）には、講師謝礼・調査旅費、資料費（研究資料印刷費を含む）

　　　　　消耗品費（研究用図書購入費を含む）・会議費等とする。

　　　２　経費の執行にかかる領収書等を添えて提出する。

　　　３　返金がある場合は、県中教研の指定口座に振り込む。

　　　　　なお、振込手数料は支出の部に「振込手数料（返金）」として記載する。

　　　４　提出先　各地区中学校教育研究会事務局に郵送（〆切：2月19日）

合　　　　　　計

内　　　　　      　訳科目（経費の区分） 決　算　額

令和   年度 県中教 指定研究（２年次）研究推進費 収支決算書

県中教研より

前年度の研究推進費（１年次）残金

項　　　　　目

指定研究 研究推進費(2年次)

繰り越し

内　　　　　      　訳決　算　額

合　　　　　　計
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＜委嘱依頼書の書式＞ 

令和〇年〇〇月〇〇日 

□□ ○○○○ 

 □□ ○○○○ 様 

新潟県中学校教育研究会 

会長     長谷川 裕高   

                                                                 新潟県中学校教育研究会 

全県部長  〇〇  〇〇  

 

〇〇地区（郡市）・〇〇部 研究推進委員委嘱について（依頼） 

 

〇〇の候、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 

日頃から当会へのご指導・ご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

当会では、新潟県中学校教育研究会・指定研究推進事業の一環として、研究推進委員会を組織し、各地

区・郡市の教科・領域の研究推進ならびに研究成果の発表に向けて活動を推進しております。 

標記の件につきまして、貴〇〇所属の        様を「指導者 / 研究推進委員」に委嘱いた

したく、ご承諾くださるようお願い申し上げます。 

 

１ 委員会の名称  新潟県中学校教育研究会〇〇地区（郡市）・〇〇部 研究推進委員会 

 

２ 委員会の目的  新潟県中学校教育研究会の指定研究推進事業の一環として研究を推進するため 

 

３ 委嘱期間 

          自  令和〇年〇月〇日 

            至  令和〇年３月 31日 

 

４ 期間中の研究推進開催回数 およそ５回～８回 

（詳細は各委員会から計画が出されます）  

 

５ 開催時間数（１回当たり） ２～３時間 

 

６ 交通費の有無    当会で負担いたします 

 

７ その他 

  ・今後、研究推進委員会を開催するにあたり、担当より派遣文書を事前に送付いたします。 

   

 

 

 

 

【担当】 

〇〇地区（郡市）・〇〇部 研究推進委員会 

副部長   〇〇 〇〇 

（〇〇市立〇〇中学校） 

TEL：〇〇〇〇〇 
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＜派遣申請の書式＞ 

１ 指導主事派遣申請・案内（所属長宛て） 

 

令和  年  月  日 

 ○越教育事務所長 様 

新潟県中学校教育研究会  会長 長谷川 裕高   

〇〇市〇〇郡中学校教育研究会  会長  ○○ ○○  

 

指導主事の派遣について（依頼） 

                                         

 このことについて、管内○○市立○○中学校において下記により 「令和○・○年度県中教研指定（教

科領域名）研究推進委員会（または研究会）の開催を計画しておりますので、公務ご多用のこととは存

じますが、貴事務所指導主事  ○ ○ ○ ○  様 を指導者（または助言者など）として派遣くだ

さいますようお願いいたします。 

 

                                      記 

 

  １ 日  時   令和  年  月  日（月）    時   分 ～ 時   分 

 

 

  ２ 会  場   会場名 

                     所在地 

                     電話番号 

 

 

３ 目  的  令和○・○年度県中教研指定（教科領域名）研究会の研究推進委員会（または研究

会） 

 

 

  ４ そ の 他 

   （１）旅費は県中教研で負担いたします。   

      （２）ご不明な点は下記にお問い合わせください。 

 

担当者 

電話番号 
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２ 指導主事派遣申請・案内（本人宛て） 

 

令和  年  月  日 

○越教育事務所 ○○○○課 

 指導主事 ○ ○ ○ ○ 様 

新潟県中学校教育研究会  会長 長谷川 裕高   

〇〇市〇〇郡中学校教育研究会  会長  ○○ ○○  

 

令和○・○年度県中教研指定（教科領域名）研究推進委員会の開催について（案内）                                                              

 

 標記の会議を開催のとおり計画いたしました。 

つきましては、公務ご多用のこととは思いますが、ご出席を賜り、ご指導いただけますようご案内い

たします。 

 

記 

 

  １ 日  時   令和  年  月  日（月）    時   分～時   分 

 

 

  ２ 会  場   会場名 

                     所在地 

                     電話番号 

 

 

  ３ 目  的   令和○・○年度県中教研指定（教科領域名）研究会の研究推進委員会 

 

 

 

  ４ そ の 他 

   （１）旅費は県中教研で負担いたします。 

      （２）ご不明な点は下記にお問い合わせください。 

 

担当者 

電話番号 
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３ 研究推進委員会の各委員への派遣申請・案内（所属長宛て） 

 

令和○○年○○月○○日 

 所 属 長 様 

〇〇市〇〇郡中学校教育研究会 会長 ○○ ○○  

                           ○○市立○○中学校 校長 ○○ ○○ 

 

 

令和○○年度 県中教研○○部 研究推進委員会（○○地区） 
             の開催に伴う貴所属職員の派遣について（依頼） 

 

 標記のことについて、下記により、会議を開催いたしますので、校務ご多用のこととは思いますが、 

貴所属 ○ ○ ○ ○ 様を派遣くださいますようお願いいたします。 

 

記 

 

  １ 日 時  令和○○年○○月○○日（ ）  午後○時○○分～ ○時○○分 

 

  ２ 会 場  ○○市立○○中学校 

                    ○○市○○区○○ 

          TEL   

 

  ３ 内 容 

   （１） 

   （２） 

   （３） 

 

  ４ その他 

   （１）旅費は当会で負担いたします。 

      （２）ご不明な点は下記にお問い合わせください。 

 

担当者 

電話番号 

 

 

 

 

 

 

 

（状況に応じて文を差し替える） 

（１）旅費は申し訳ありませんが支給できませんので、特段の御高配をお願い申し上げます。 

内容に応じて会の名称を変更ください。 
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４ 研究推進委員会の各委員への派遣申請・案内（本人宛て） 

 

令和○○年○○月○○日 

○○市立○○中学校 

  ○ ○ ○ ○  様 

〇〇市〇〇郡中学校教育研究会 会長 ○○ ○○  

 ○○市立○○中学校 校長 ○○ ○○  

 

 

令和○○年度 県中教研○○部 研究推進委員会（○○地区）の開催について（案内） 

  

 

 標記のことについて、下記により、会議を開催いたしますので、校務ご多用のこととは思いますが、

ご出席いただきますようご案内いたします。 

 

記 

 

  １ 日 時  令和○○年○○月○○日（ ）  午後○時○○分～ ○時○○分 

 

  ２ 会 場  ○○市立○○中学校 

                    ○○市○○区○○ 

          TEL   

 

  ３ 内 容 

   （１） 

   （２） 

   （３） 

 

  ４ その他 

   （１）旅費は当会で負担いたします。 

      （２）ご不明な点は下記にお問い合わせください。 

 

担当者 

電話番号 

 

 

 

 

 

（状況に応じて文を差し替える） 

（１）旅費は申し訳ありませんが支給できませんので、特段の御高配をお願い申し上げます。 
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５ 指定研究会案内の例（２年次研究会） 

令和○年○月○日  

○○地区中学校長 様 

関  係  者   様 

〇〇市〇〇郡中学校教育研究会 会長 ○○ ○○  

〇〇市立○○中学校 校長 ○○ ○○  

 

令和〇、〇年度 新潟県中学校教育研究会指定（○○地区・○○[教科・領域名を記入]） 

教育研究発表会の御案内（第２次） 
  

 初秋の候、皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

さて、この度、標記の研究発表会を下記のように開催いたします。この会は、新潟県中学校教育研究

会の指定研究推進事業（２年間）の２年次の研究成果の発表になります。 

当校では、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇活動に向かう姿をご覧いただきたいと思います。 

 ご多用のこととは存じますが、多くの皆様からご参加いただきますようご案内申し上げます。 

 

記 

 

研究主題 

 

１ 日  時  令和○年○月○日（○） 〇〇：〇〇～〇〇：〇〇 

２ 会  場  ○○市立○○中学校   〒000-0000 〇〇市〇〇〇〇－〇 

                     Tel ○○○－○○○－○○○○ 

                     Fax ○○○－○○○－○○○○ 

３ 主  催  新潟県中学校教育研究会  〇〇市〇〇郡中学校教育研究会 

４ 日  程 

 13:40 14:00              14:50  15:10                              16:30   16:40 

受 

付 
授業公開 

移 

動 
授業協議会・指導 

閉 

会 

５ 指 導 者   〇〇〇市立○○中学校 校長   ○○ ○○ 様 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
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６ 内  容 

【授業公開】   

学 組 授 業 者 教科・領域 内容 

〇年〇組 ○○ ○○ 教諭 ○○○○ 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

 

【全体発表】  ○○中学校研究主任  ○○ ○○ 教諭 

 

 【全体指導】  ○○市立○○中学校 校長  ○○ ○○ 様 

 

７ 参加申込み 

  【申込み方法】別紙参加申込書にご記入の上、FAX または E-mail でお申込みください。 

※ 研究推進委員会や会場校の判断で Googleフォーム等の利用も可能 

         FAX  ○○○－○○○－○○○○ 

         E-mail ○○○@○○○.ne.jp 

  【申込み先】 ○○市立○○中学校  ○○ ○○ あて 

  【締め切り】 令和○年○月○日（＿）までにお願いします。 

          ※学校事情により、締め切りを早めに設定させていただきます。 

  【問い合わせ】 不明な点は、下記までお問い合わせください。 

           ○○市立○○中学校  ○○ ○○ 

           TEL ○○○－○○○－○○○○ 

８ 交通案内 
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【参加申込送信票】  （送り状不要） 

 

  ○○市立○○中学校   ○○ ○○ あて  

 

令和〇，〇年度 新潟県中学校教育研究会指定（○○地区・○○[教科・領域名を記入]） 

○○○○ 教育研究発表会 参加申込書 
 

所属・勤務先  

電話番号  

Ｆａｘ番号  

 

 

職 名 氏   名 車の利用 備    考 

  
有 ・ 無 

 

  
有 ・ 無 

 

  
有 ・ 無 

 

  
有 ・ 無 

 

 

※ 自家用車でご参加の場合は、できるだけ乗り合いでお願いします。 

 

 

  【申込み方法】 本票にご記入の上、FAX または E-mail でお申込みください。 

※ 研究推進委員会や会場校の判断で Googleフォーム等の利用も可能 

          FAX  ○○○－○○○－○○○○ 

          E-mail ○○○@○○○.ne.jp 

  【申込み先】  ○○市立○○中学校  ○○ ○○ あて 

  【締め切り】  令和○年○月○日（＿）までにお願いします。 

           ※学校事情により、締め切りを早めに設定させていただきます。 

  【問い合わせ】  不明な点は、下記までお問い合わせください。 

            ○○市立○○中学校  ○○ ○○ あて 

            TEL ○○○－○○○－○○○○ 
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５ 指定研究会案内の例（１年次プレ授業） 

＜指定研究会案内の例＞ 

 

令和○年○月○日  

○○地区中学校長 様 

関  係  者   様 

〇〇市〇〇郡中学校教育研究会 会長 ○○ ○○  

〇〇市立○○中学校 校長 ○○ ○○  

 

令和〇，〇年度 新潟県中学校教育研究会指定（○○地区・○○[教科・領域名を記入]） 

プレ授業公開○○会の御案内 
                 [研修会、研究発表会などと記入] 

 初秋の候、皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

さて、この度、標記の会を下記のように開催いたします。この会は、新潟県中学校教育研究会の指定

研究推進事業（２年間）の１年次の発表になります。 

当校では、〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇活動に向かう姿をご覧いただきたいと思います。 

 ご多用のこととは存じますが、多くの皆様からご参加いただきますようご案内申し上げます。 

 

記 

 

研究主題 

 

１ 日  時  令和○年○月○日（○） 〇〇：〇〇～〇〇：〇〇 

２ 会  場  ○○市立○○中学校   〒000-0000 〇〇市〇〇〇〇－〇 

                     Tel ○○○－○○○－○○○○ 

                     Fax ○○○－○○○－○○○○ 

３ 主  催  新潟県中学校教育研究会  〇〇市〇〇郡中学校教育研究会 

４ 日  程 

 13:40 14:00              14:50  15:10                              16:30   16:40 

受 

付 
授業公開 

移 

動 
授業協議会・指導 

閉 

会 

５ 指 導 者   〇〇〇市立○○中学校 校長   ○○ ○○ 様 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 
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６ 内  容 

【授業公開】   

学 組 授 業 者 教科・領域 内容 

〇年〇組 ○○ ○○ 教諭 ○○○○ 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

 

【全体発表】  ○○中学校研究主任  ○○ ○○ 教諭 

 

 【全体指導】  ○○市立○○中学校 校長  ○○ ○○ 様 

 

７ 参加申込み 

  【申込み方法】別紙参加申込書にご記入の上、FAX または E-mail でお申込みください。 

※ 研究推進委員会や会場校の判断で Googleフォーム等の利用も可能 

         FAX  ○○○－○○○－○○○○ 

         E-mail ○○○@○○○.ne.jp 

  【申込み先】 ○○市立○○中学校  ○○ ○○ あて 

  【締め切り】 令和○年○月○日（＿）までにお願いします。 

          ※学校事情により、締め切りを早めに設定させていただきます。 

  【問い合わせ】 不明な点は、下記までお問い合わせください。 

           ○○市立○○中学校  ○○ ○○ 

           TEL ○○○－○○○－○○○○ 

８ 交通案内 
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【参加申込送信票】  （送り状不要） 

 

  ○○市立○○中学校   ○○ ○○ あて  

 

令和〇，〇年度 新潟県中学校教育研究会指定（○○地区・○○[教科・領域名を記入]） 

 プレ授業公開○○会の御案内 

 

所属・勤務先  

電話番号  

Ｆａｘ番号  

 

 

職 名 氏   名 車の利用 備    考 

  
有 ・ 無 

 

  
有 ・ 無 

 

  
有 ・ 無 

 

  
有 ・ 無 

 

 

※ 自家用車でご参加の場合は、できるだけ乗り合いでお願いします。 

 

 

  【申込み方法】 本票にご記入の上、FAX または E-mail でお申込みください。 

※ 研究推進委員会や会場校の判断で Googleフォーム等の利用も可能 

          FAX  ○○○－○○○－○○○○ 

          E-mail ○○○@○○○.ne.jp 

  【申込み先】  ○○市立○○中学校  ○○ ○○ あて 

  【締め切り】  令和○年○月○日（＿）までにお願いします。 

           ※学校事情により、締め切りを早めに設定させていただきます。 

  【問い合わせ】  不明な点は、下記までお問い合わせください。 

            ○○市立○○中学校  ○○ ○○ あて 

            TEL ○○○－○○○－○○○○ 
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15部会の重点について                             

 

国
語

　言語活動を通して、国語で正確に理解し適切に表現する資質・能力を育てるために、話す、聞く、書く、
読む力を育み、学ぶ意欲をもつことができる国語の学習指導に努める。
○　学び合う言語活動を通して、考えを広げたり深めたりし、思考力や想像力を育てる。
○　考えを明確にし、構成を考えて文章を書く力を育てる。
○　話の内容や意図に応じた表現力を育てる。
○　目的に応じて主体的に文章を読み、内容を的確に読み取る力を育てる。

社
会

　自ら考え自ら学び、確かな学力を育てる社会科の学習指導に努める。
○　生徒の学ぶ意欲を高めるために、主体的な学習を促す魅力ある「教材開発」や「単元構成の工夫」を
　行う。
○　学び合い深め合う学習を実現するために、適切な課題を設けて行う学習の充実を図り、小集団学
　習や話し合い活動を取り入れた「学習過程の改善」を行う。
○　資料を選択し活用して、自分の考えを記述・発表する力を育てる。

数
学

　「数学的な見方・考え方」「数学的活動」をより意識した授業づくりを推進し、数学的に考える資質・
能力の育成を目指す。
○　 数学的活動における「数学化」の過程を大切にして、「数学的に表現された問題」の設定に生徒が
　主体的に関わることができるようにする。
○　 「数学的な見方」、「数学的な考え方」それぞれの側面を踏まえ、数学的活動の適所に「数学的な見
　方・考え方」を働かせる機会を意図的に設定する。
○　 問題発見・解決の過程において働かせた見方・考え方を振り返る場面を設定し、「数学的な見方・
　考え方」をより豊かなものとして生徒への蓄積を図る。

理
科

　目的意識をもって科学的に自然を調べる能力と科学的な思考力を育てる学習活動の展開に努める。
○　観察や実験の予想を検討したり、結果を整理し考察・吟味したりする学習活動の充実を図ること
　を通して、目的意識に裏打ちされた科学的な思考力、表現力を高める。
○　他者との関わりや問題解決的な活動において、生徒が科学的な見方・考え方を働かせるための手
　立てを行う。
○　地域の環境や学校の実態を生かした自然体験、科学的な体験を通した実感を重視し、自然事象の
　認識と科学への興味、関心を一層高める。

音
楽

　生涯にわたって音楽に親しむ生徒を育てる。
○　音楽のよさを感じ、伝え、関わり合いながら学び、考える授業を展開する。
○　音楽を形づくっている要素を支えとして、思いや意図をもって表現する生徒を育てる。

美
術

　美術を通して、コミュニケーションができ、豊かな生き方ができる生徒を育成する。
○  形や色彩など造形的な美しさを表現したり、鑑賞したりする授業を通して、お互いの見方や感じ
　方を深める生徒を育てる。

保
健
体
育

　体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的な解決に向けた学習過程を通して、心
と体を一体として捉え、明るく豊かなスポーツライフを実現する資質能力を育てる。
○　生徒の実態把握の充実
○　保健体育の見方・考え方を働かせることを意識した授業
○　学習過程、単元構成の見直し、工夫及び指導と評価の一体化の工夫、充実
○　楽しい授業、UDLの推進
○　個に応じた運動量の確保と体力の向上

技
術
・
家
庭

　実践的・体験的な学習活動を通して基礎的・基本的な知識及び技術を身に付けるとともに、学習し
たことを生かして、よりよい生活、社会を目指そうとする能力と態度の育成に努める。
○　生活実態や社会状況を適切に把握し、学習意欲を高め、生活との関連を重視した指導計画や教材
　開発に努める。
○　学習結果や技術と家庭や社会との望ましい関係等について、自分の考えを発表したり、話し合っ
　たりする活動場面を設定する。
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英
語

　学習指導要領（外国語）の趣旨を正しく理解し、その目標を実現する取組を着実に推進する中で、
適切な言語活動を通して、英語で目指す資質・能力を確実に育成する。
○　CAN-DOリストから単元の学習到達目標を設定・共有し、どの生徒も無理なく目標に迫ることが
　できるように指導内容をバックワードで配列して行う指導を徹底する。
○　学習指導要領に示されている４技能５領域における言語活動例を視点に、折に触れて自校の指導
　の現状をチェックし、領域に偏りがないようバランスよく指導する。
○　即興的な表現力を育む言語活動を継続的に授業に位置づけ、進歩を実感させながら生徒の主体性
　や学習意欲を維持・増進させ、自立して学び続ける生徒を育成する。

道
徳

１ 　校長の方針の下、道徳教育推進教師が中心となり、各校の実態を考慮して、重点目標を設定す
　るなどして、道徳教育の全体計画及び年間指導計画を作成する。
２ 　自分事としての課題になるように、道徳的諸価値の理解を基にして、生徒の考えやこれまでの
　生き方を確認させるなどの働きかけを工夫する。
３ 　考え、議論させるために、多面的・多角的な視点からの重層的な発問や体験的な学習などを取
　り入れ、「自分を語る」授業を展開する。
　 ア　登場人物への自我関与中心の学習
　 イ　生きる上で出会う課題に対する問題解決的な学習
　 ウ　道徳的行為に関する体験的な学習

特
別
活
動

　望ましい人間関係を築き、集団や社会の一員として、よりよい集団生活を実現する生徒を育成する。
○　学校における集団活動や体験的な活動の一層の充実を図る。
○　自分の考えを発表したり、他と交流したりしながら、考えを広げたり、深めたりする場を設定する。

学
校
保
健

　生きる力を育む健康教育を推進する。
○　連携・協働しながら組織的に取り組む健康教育活動を展開する。
○　生徒の健康管理能力を育成するための養護教諭の支援の在り方について研修を進める。

生
徒
指
導

　いじめや問題行動、不登校の未然防止と早期発見・早期対応に努めるため、組織的・計画的な生徒
指導を推進する。その際、対応のみに終始することなく、自他の個性を尊重し、生徒が互いに認め合
い、協力し合うよりよい人間関係の構築を目指し、生徒の自己指導能力と社会性の育成を基盤とした
生徒指導に努める。
○　いじめは対人関係における問題との視点に立ち、全教育活動を通じて人権感覚を養うとともに、
　生徒主体の社会性育成活動を実施し、明確な指導方針のもとに組織的な取組を進める。
○　すべての生徒にとって居心地のよい学校を目指し、将来の社会的自立に向けた生き方支援に努め
　る。特に生命や性、SNS等に関わる今日的な問題については、家庭や地域、関係機関とも連携した粘り
　強い取組を進める。
○　中学校区の小学校及び関係機関との情報交換や行動連携に努め、自然体験や社会奉仕体験、職
　場体験などによる地域社会との関わりを通して、自律性や主体性を育む。

進
路
指
導

　自らの生き方を考え、夢や希望をもって主体的に進路を選択できる生徒を育成する。
○　自己理解を深める指導を充実させる。
○　生徒一人一人の将来に対する目的意識を高め、自己実現を図ろうとする態度を育てる。
○　勤労観・職業観を育むキャリア教育の充実を図る。

総
合
的
な
学
習
の
時
間

　学習過程と評価を中核に、主体的・対話的で深い学びを実現する学習指導を推進する。
○　学習過程において、「課題設定」を工夫し、「協働的な学習」と「言語活動」を適切に位置付ける
　ことを通して、探究的な学習の充実を図る。
○ 　「育てようとする資質や能力及び態度」の視点に配慮した評価の観点を定め、それに基づいて生徒
　の具体的な学習状況を想定した評価規準を設定し、学習評価の充実を図る。
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令和８年度旅費内規について                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日の配付資料に掲載 
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各資料のダウンロードについて                             

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県中教研 HP 

↓ 

指定研究（令和８年度） 

指定研究のページを下にスクロール 

 

指定研究に関する各資料をクリックし、ダウンロードしてください。 
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新潟県中学校教育研究会 

 

■県中教研事務局■      事務局長 上村 慎吾 

〒950-0088 

新潟市中央区万代 1-3-30 万代シテイホテルビル 3 階 

Tel/FAX 025-290-2251 

E-mail: ken-ckk@niigata-inet.or.jp 

   http://www.niigata-inet.or.jp/ken-ckk/ 

 

 

  ■上越地区中教研事務局■           

   上越市東頸中学校   幹事 藤井 佳介 

   〒942-0314 上越市浦川原区顕聖寺 350 

   Tel 025-599-2230   FAX 025-599-3960  

   E-mail: tokei@jorne.or.jp 

 

  ■中越地区中教研事務局■ 

   長岡市立南中学校   幹事 長束 貴英 

   〒940-0081 長岡市南町 2-1-1 

   Tel 0258-32-1577  Fax 0258-34-5145 

   E-mail: j02minami@kome100.ne.jp 

 

 

  ■新潟地区中教研事務局■ 

   新潟市立関屋中学校   幹事 古俣 光貴 

   〒951-8151 新潟市中央区浜浦町 2-1 

   Tel 025-266-4131  Fax 025-266-4132 

   E-mail: ngtcity-ckk@city-niigata.ed.jp 

 

 

  ■下越地区中教研事務局■ 

新発田市立猿橋中学校   幹事 阿部 一隆 

   〒957-0061 新発田市住吉町 1-7-1 

   Tel 0254-23-1175、Fax 0254-23-6185 

   E-mail: master@saruhashi-j.shibata.ed.jp 


